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令和４年８月豪雨
復興、始まる。
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村民の皆様へ
　８月３日から降り続いた雨は記録的な豪雨となり、関川村だけでなく村上市・小国町
など近隣市町村にも大きな被害をもたらしました。
　村内においては、河川の氾濫などによる床上・床下浸水やがけ崩れなどの土砂災害で
多くの被害が発生しました。被害にあわれた皆様に対しまして、改めて心からお見舞い
申し上げます。
　また、このたびの災害で人的被害が無かったことは、村消防団や建設業の皆様、消防
・警察など多くの関係機関・団体のご支援と村民の皆様の日頃の防災意識の高さからく
る早めの避難行動によるものであると感じています。ご協力に深く感謝申し上げます。
　さて、村では発災直後から被災された村民の皆様が一日でも早く日常生活を取り戻さ
れるよう、また、道路等公共施設の早期復旧が図られるよう全庁一丸となって取り組ん
でいます。村民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
　なお、村民の皆様には日常生活の回復だけでなく新型コロナウイルス感染症予防やこ
れからの台風シーズンに向けた十分な注意・備えについても重ねてお願いします。

関川村長　加 藤 　 弘

　９月４日、豪雨災害の被害状況を視察するた

め、岸田文雄総理大臣が村上市の被災地を調査。

同行した加藤村長から村の状況についても資料

を基に説明を行いました。

　このほか、８月中には谷公一防災担当大臣や

泉田裕彦国土交通大臣政務官などが村の視察に

訪れています。

①岸田総理大臣　　　②谷防災担当大臣

③花角県知事

総理大臣らに村の被害状況を報告総理大臣らに村の被害状況を報告
①①

③③ ②②
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　関川村社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを

「せきかわふれあいど～む」（以下、ど〜む）内に開設。

被災した皆さんからの困りごと相談やボランティアの受付

を行いました。

　ど〜むには県内外からたくさんのボランティアの皆さん

が駆けつけてくださり、家屋内に流れ込んだ泥のかき出し

や片付け、清掃などに協力していただきました。

被災者の声

・災害直後は、何から手を付けていいか考えることもできず困っていました。

ボランティアさんがどんどん泥をかき出し、床板も剥いでくれて本当に助かりました。

・毎日の作業等で疲弊し、不安な気持ちが強くな

った時期もありました。作業に来てくれたボラ

ンティアさんと片付けの合間におしゃべりする

ことで明るい気持ちになりました。

・自分の家のことだから最初はボランティアを頼

まなくても…と思っていましたが、泥のかき出

しや水に濡れた家財道具、畳の運び出しなどは

少人数では大変な作業でした。ボランティアさ

んのおかげで片付けが進みました。

　災害発生から約１か月過ぎた頃には、個人宅か

らの片付け等の作業依頼も落ち着き、９月末には

ど〜むに設けたボランティアセンターを閉所しま

した。

　閉所後は、関川村社会福祉センターで

「関川村ささえあいセンター」
としてボランティア活動の調整や被災された方々の生活支援対応への活動を中心に取り組んでいます。

関川村災害ボランティアセンター

ボランティアの受入れ状況

ボランティア登録者数

（９月22日現在）

１５１名

３,１６９名

２５６件

ボランティア延べ人数

ニ ー ズ 数
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　このたびの災害に際して、たくさんの皆さんから支援・ご協力をいただいております。皆さん

のご厚意に心から感謝申し上げます。お力添えを励みに一日も早く復旧・復興が進むよう引き続

き取り組んでまいります。

令和４年９月20日現在

ふるさと納税（災害支援金）寄付金

　≪件数≫ ８４０件　　　　
　≪金額≫ ９,４９９,５０９円

上記以外の寄付金　　　　　　　　　　　　　　義 援 金

　≪件数≫ ７４件　　　　　 ≪件数≫ １６７件　　　　
　≪金額≫ ９,１９８,７００円 ≪金額≫ １０,６１３,２１２円

たくさんのご支援ありがとうございます

関川村消防団第４分団・食生活推進員による炊き出し

国や県、他市町村からの職員派遣

寄付金・義援金の状況

国土交通省、農林水産省、環境省、自衛隊、気象庁、日本赤十字社、

新潟県、新潟市中央消防局、村上消防関川分署、県内市町村、千葉

県館山市、鋸南町、岡山県倉敷市 他

村との協定に基づき
ＩＶＵＳＡも活動しました
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●生涯で乳がんに罹患する確率は９人に１人
　国立がん研究センターのデータによると、日本人女性が生涯で乳がんに

罹患する確率は、10．6％（９人に１人）となっています。

●乳がんによる死亡者数は年々増加
　国立がん研究センターの「がん種別統計情報」によると、令和２年（2020

年）に乳がんで亡くなった女性の死亡者数は14,935人。乳がんの罹患率、

死亡者数とも年々増加しています。

　また、厚生労働省の「人口動態統計死因別死亡数（2014年）」によると、

乳がんは30〜64歳のがんによる死亡原因の第１位であり、40歳前後を境

に乳がんで亡くなる人が急激に増加しています。

●早期発見・早期治療が大切！
　乳がんは、乳房にできる悪性の腫瘍です。初期段階では、乳管の中にと

どまっていますが、徐々に乳腺の外や離れた臓器に広がっていきます。

　しかし、早期発見・早期治療ができれば90％以上が治癒します。大切な

命を守るために、早期発見・早期治療のためにも乳がん検診を受診しまし

ょう！

●村で乳がん検診を受けるには
　村では、40歳以上で偶数年齢の方を対象に、下記の２通りの方法で乳が

ん検診（マンモグラフィー検診）を行っています。

◆現在、11月の集団検診（村民会館にて11月17日実施予定）の申し込みを

受け付けています。

◆今年度40歳以上の方で偶数年齢になる方（40歳、42歳、44歳…）、もし

くは今年度41歳になる方は受診が可能です。

◆なお、年度中に41歳になる方は、無料クーポン券の対象者として、10月

の施設検診または11月の集団検診を無料で受けることができます。

◆村の乳がん検診を希望する方は、毎年１〜２月頃に行う次年度の検診希

望調査にてお申し込みください。

受診を希望される方は、役場健康福祉課健康推進班まで

ご連絡ください。（☎ ６４−１４７２）

乳
が
ん
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は

　
　
　
　
　
　

が
ん
検
診
の
受
診
か
ら

検診の種類

施設種類

集団検診

時　期

10月

６月・11月

会　　　場

村上総合病院

村内施設

（ど〜む、村民会館等）
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〈 各種がん検診に関するお問い合わせ先　 役場 健康福祉課 健康推進班　☎ ６４－１４７２ 〉

●乳がん検診受診率の状況

ピンクリボン運動とは
　1980年代のアメリカで、幼い子どもを残して乳がんで死去した女性の家族が、「このような悲劇が

繰り返されないように」との願いを込めて作ったリボンからスタートした運動です。

　ピンクリボンは、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の重要性を伝えるシンボルマークです。

村では「せきかわピンクリボンプロジェクト」に取り組みます村では「せきかわピンクリボンプロジェクト」に取り組みます

参照：国民生活基礎調査、国立がん研究センター

大切な命を守るために、ご家族のご協力をお願いします。

10/20（木）

乳がん啓発講座

会場　関川小学校

講師　伊勢みずほさん

10/31（月）

桂の関温泉ゆ～む

ライトアップ
啓発ポスター掲示

（児童のメッセージ付き）

※今年度、村の子どもたちにもがん検診の大切さやがんの怖さを知ってもらうために、５・６年生を対象にした
啓発講座を計画しました。

〈 乳がん検診を受診して ～村民の声～ 〉

親族に乳がん経験者がいるので、関心が

あって受けました。痛くないか心配でし

たが、実際に受けてみると痛みもなく、

安心しました。（40歳代）

乳がんになった友人がいたので、受診できる

年齢になったら受けようと思っていました。

イメージと違って痛みもなく簡単で、これな

ら毎回受診できると感じました。（40歳代）

2010年には39.1％だった受診率

が、2019年には47.4％にまで

増加しており、全国的に乳がん

検診の受診率が年々増加してい

ます。



8広報せきかわ　2022・10月号

　令和４年度定例表彰された皆さんを紹介します。

　今年は新型コロナウイルス感染防止と災害復旧を優先するため、表彰式・消防演習は行わず、優良消防団

員や退職者などに贈る表彰状や感謝状は地元消防団から渡されました。

　表彰された皆さん、おめでとうございました。

　今後も私たち村民の生命・身体・財産を守るため、消防活動を頑張ってください。

令和４年度 村消防団定例表彰
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以
上
勤
続
︶
｜

佐
藤
　
義
明
︵
蔵
田
島
︶

伊
藤
　
浩
昭
︵
聞
　
出
︶

︽
県
知
事
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —

新
野
　
　
勝
︵
南
赤
谷
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶

︽
県
消
防
協
会
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —

新
野
　
　
勝
︵
南
赤
谷
︶

河
内
　
孝
文
︵
　
沢
　
︶

渡
邉
　
　
悠
︵
上
　
関
︶

渡
邉
　
雅
紀
︵
　
沢
　
︶

︽
県
知
事
・
県
消
防
協
会
長表

彰
︾

—
 

精
勤
章
︵
30
年
以
上
勤
続
︶
｜

堀
　
　
朋
和
︵
　
沢
　
︶

堀
　
　
和
広
︵
湯
　
沢
︶

横
山
　
　
寿
︵
片
　
貝
︶

五
十
嵐
晶
利
︵
鮖
　
谷
︶

川
又
　
健
一
︵
鮖
　
谷
︶

本
間
　
和
幸
︵
安
　
角
︶

—
 

精
勤
章
︵
20
年
以
上
勤
続
︶
｜

瀬
賀
　
　
豪
︵
下
　
関
︶

平
田
　
　
真
︵
下
　
関
︶

平
田
　
武
史
︵
辰
田
新
︶

松
田
　
一
輝
︵
辰
田
新
︶


橋
　
宏
則
︵
上
土
沢
︶

本
間
　
　
光
︵
辰
田
新
︶

田
村
　
貴
史
︵
平
内
新
︶

石
山
　
裕
二
︵
松
　
平
︶

南
澤
　
貴
之
︵
深
　
沢
︶

︽
県
消
防
協
会
長
表
彰
︾

—
 

精
勤
章
︵
10
年
以
上
勤
続
︶
｜

新
野
　
裕
輝
︵
下
　
関
︶

松
田
　
光
司
︵
下
　
関
︶

小
池
　
亮
太
︵
下
　
関
︶

山
口
　
政
則
︵
辰
田
新
︶

横
山
　
元
気
︵
打
　
上
︶

須
貝
　
孝
幸
︵
勝
　
蔵
︶

川
鍋
　
幸
弘
︵
幾
　
地
︶

駒
沢
　
涼
太
︵
鍬
江
沢
︶

駒
沢
　
和
也
︵
鍬
江
沢
︶

伊
藤
　
泰
裕
︵
上
　
関
︶

堀
　
　
克
久
︵
湯
　
沢
︶

船
山
　
正
紘
︵
下
川
口
︶

米
野
　
　
伸
︵
小
　
見
︶

須
貝
　
　
宏
︵
平
内
新
︶

山
口
　
淳
一
︵
下
　
関
︶

近
　
　
洋
亮
︵
宮
　
前
︶

大
島
　
優
紀
︵
上
野
新
︶

本
部
　
貴
章
︵
南
　
中
︶

近
　
　
健
児
︵
宮
　
前
︶

城
崎
　
和
則
︵
深
　
沢
︶

渡
邉
　
　
亮
︵
小
和
田
︶

︽
県
消
防
協
会

岩
船
地
区
支
会
長
表
彰
︾

—
 

功
績
章 —

近
　
　
和
也
︵
朴
　
坂
︶

伊
藤
　
幸
樹
︵
下
　
関
︶

田
村
　
　
聖
︵
下
土
沢
︶

渡
邉
　
浩
之
︵
上
　
関
︶

本
間
　
　
康
︵
安
　
角
︶

板
越
　
弘
幸
︵
幾
　
地
︶

須
貝
　
秀
仁
︵
湯
　
沢
︶

横
山
　
　
誠
︵
安
　
角
︶

平
田
　
　
稔
︵
松
　
平
︶

︽
村
長
表
彰
︾

―

令
和
３
年
度
退
職
者

︵
10
年
以
上
勤
続
︶
｜

近
　
　
雄
二
︵
上
　
関
︶

鈴
木
　
晶
雄
︵
下
　
関
︶

—
 

功
労
章
︵
30
年
以
上
勤
続
︶
｜

堀
　
　
朋
和
︵
　
沢
　
︶

堀
　
　
和
広
︵
湯
　
沢
︶

横
山
　
　
寿
︵
片
　
貝
︶

五
十
嵐
晶
利
︵
鮖
　
谷
︶

川
又
　
健
一
︵
鮖
　
谷
︶

本
間
　
和
幸
︵
安
　
角
︶

—
 

勤
続
章
︵
25
年
以
上
勤
続
︶
｜

三
須
良
一
郎
︵
下
　
関
︶

板
越
　
弘
幸
︵
幾
　
地
︶

駒
沢
　
　
剛
︵
鍬
江
沢
︶

平
田
　
尚
幸
︵
滝
　
原
︶

中
束
　
紀
昭
︵
中
　
束
︶

︽
村
消
防
団
長
表
彰
︾

—
 

勤
続
章
︵
15
年
以
上
勤
続
︶
｜

佐
藤
　
洋
平
︵
下
　
関
︶

石
田
　
幸
夫
︵
下
　
関
︶

小
池
　
祐
樹
︵
下
　
関
︶

山
口
　
憲
一
︵
辰
田
新
︶

大
沼
　
孝
至
︵
上
土
沢
︶


橋
　
正
三
︵
上
土
沢
︶

河
内
　
　
卓
︵
下
　
関
︶

渡
邉
　
一
成
︵
　
沢
　
︶

石
山
竜
太
郎
︵
下
川
口
︶

菅
原
　
将
之
︵
片
　
貝
︶


橋
美
津
也
︵
大
　
石
︶

須
貝
　
一
弥
︵
高
　
田
︶

佐
藤
　
　
翼
︵
朴
　
坂
︶

佐
藤
　
史
昭
︵
上
　
野
︶

大
島
　
　
渉
︵
上
野
新
︶

学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　３年生は、総合的な学習の時間で「関川村の川

に生息する生き物調査」を行いました。

　鍬江沢川と女川、大石川に行き、ライフジャケ

ットを身に着けながら川に入り、箱眼鏡で水の中

を見たり、網で魚を取ったりしました。

　また、タランぺクラブ代表の加藤克徳さん（鮖

谷）や新潟市水族館マリンピア日本海の職員の方

を講師に迎え、川に生息する生き物や魚が生息す

る場所等について、教えていただきました。

　関川村の川の素晴らしさを再発見することがで

きました。

　９月14日、胎内市にある新潟県少年自然の家

で自然教室を行いました。

　午前中は、活動班ごとにフォトオリエンテーリ

ング（写真の場所を探しながら、暗号を解く）、

午後は、松ぼっくりやどんぐり、枝等の自然の物

を活用しながら「壁飾り」を制作しました。

　これらの体験をとおして、子どもたちは、友だ

ちと協力することや声を掛け合うことの大切さ等

を学びました。

　この学びを今後の学校生活に活かしていけるよ

う支援していきます。

川の生き物調査をしました

５年生の自然教室を行いました
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９
月
19
日
は
、﹁
敬
老
の
日
﹂
。

　
村
の
長
寿
番
付
と
し
て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
20
人
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
、
村
の
総
人
口
は
５
，
０
５
６
人
︵
８
月
末
現
在
︶。
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
２
，
１
８
９
人
で
全
体
の
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う

※長寿者ご本人またはご家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。

９月22日現在（敬称略）
生年月日の早い順　

氏　　名

大　島　彦　吉

駒　沢　平　治

板　垣　幸　衛

鈴　木　　　弘

伊　藤　寅　雄

河　内　有　次

渡　邉　寅　雄

伊　藤　健　治

堀　　　憲　次

須　貝　正　吉

河　内　政　一

河　内　久　治

　橋　昭　作

小　島　吉　男

近　　　榮　策

渡　邉　忠　

中　野　信　作

新　野　義　雄

本　間　政　利

渡　邉　佐一郎

集落名

湯　沢

鍬江沢

上　関

下　関

久　保

大　石

湯　沢

田麦千刈

湯　沢

上　関

上野山

湯　沢

上　関

下　関

辰田新

沢

湯　沢

南赤谷

松ケ丘

高　田

氏　　名

河　内　キ　ク

河　内　ハルイ

新　野　ミヨシ

松　坂　ア　ヤ

　橋　ア　ラ

板　越　ヨ　子

鳥　屋　キミ子

高　木　フ　ミ

野　沢　ミ　ネ

市　井　ヨ　シ

平　田　　　

佐　藤　綾　子

伊　藤　ヨシイ

忠　　　 幸渡

中　束　キ　ノ

小　倉　ヨ　イ

長谷部　マスヱ

伊　藤　コ　ウ

田　村　サ　ク

中　束　ア　ヤ

集落名

上野山

大　石

湯　沢

小和田

大　石

幾　地

湯　沢

下　関

下　関

山　本

上野新

安　角

下　関

上野原

中　束

上　関

大　島

南　中

湯　沢

湯　沢

年齢

100

99

97

97

96

96

96

96

95

95

94

94

94

94

93

93

93

93

93

92

年齢

102

101

100

100

100

100

100

100

99

99

99

98

98

98

98

98

97

97

97

97









































男　　　　性 女　　　　性 村の長寿番付

　
﹁
女
性
を
美
し
く
、
華
々
し
く

さ
せ
る
の
が
美
容
師
の
仕
事
。
依

頼
が
あ
れ
ば
、
村
内
外
を
問
わ
ず
、

一
日
に
３
回
も
着
付
け
や
ヘ
ア
セ

ッ
ト
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い
る

と
疲
れ
な
い
ん
で
す
よ
﹂
と
話
し

て
く
れ
た
の
は
、

橋
イ
ネ
さ
ん

︵
下
関
︶
。

　
こ
の
日
お
祝
い
を
受
け
た

橋

さ
ん
は
、
20
代
で
美
容
師
の
資
格

を
取
得
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

60
年
以
上
美
容
師
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

橋
さ
ん
に
元
気
の
秘
訣
を
伺

っ
た
と
こ
ろ
﹁
何
に
で
も
興
味
を

持
つ
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
も

知
ら
な
い
こ
と
を
勉
強
す
る
た
め

に
た
く
さ
ん
の
人
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
色
ん
な
人

と
出
会
っ
て
、
時
に
は
助
け
て
も

ら
っ
た
り
し
て
、
周
り
の
人
に
恵

ま
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
日
は
、
お
祝
い
を
も
ら
い
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
体
に
気
を
付
け
て
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
﹂
と
笑
顔
で
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
９
月
19
日
の「
敬
老
の
日
」に
併
せ
て
、

加
藤
弘
村
長
と
角
幸
治
副
村
長
が
16
日
、

今
年
度
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

お
宅
を
訪
問
し
、
祝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
米
寿
該
当
者
は
、
昭
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
10
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
59
名
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

米
寿
の
お
祝
い

村
か
ら
記
念
品
を

贈
呈

米
寿
の
お
祝
い

村
か
ら
記
念
品
を

贈
呈
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農
林
水
産
省
と

日
本
農
業
新

聞
が
実
施
す
る
、
全
国
農
作
業
安

全
確
認
運
動
の
﹁
令
和
４
年
農
作

業
安
全
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
﹂
で
、
新
潟
県
立
桜
ケ
丘

高
校
３
年
の
本
間
翠
さ
ん
︵
安
角
︶

が
、
み
ご
と
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
、
こ
の
ほ
ど
東
京
の
農
林

水
産
省
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
、

賞
状
と
盾
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
︵
農
業
生
産

工
程
管
理※

︶
班
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
本
間
さ
ん
。
今
年
の
４
月
に

村
内
で
発
生
し
た
農
作
業
中
の
死

亡
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
コ
ン

テ
ス
ト
に
応
募
。

　
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
た
男
性
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
装
着
す
る
瞬
間
を
写

真
に
撮
り
、
加
工
ア
プ
リ
を
使
っ

て
イ
ラ
ス
ト
風
に
加
工
し
た
と
の

こ
と
。
何
十
枚
も
写
真
を
撮
り
、

そ
の
中
か
ら
納
得
し
た
一
枚
を
使

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
９
月
10
日
、
関
川
中
学
校
で
体

育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

中
、
生
徒
た
ち
は
赤
軍
と
青
軍
に

分
か
れ
て
各
競
技
で
競
い
合
い
ま

し
た
。

　
午
後
か
ら
の
応
援
合
戦
で
は
、

両
軍
そ
れ
ぞ
れ
が
練
習
を
重
ね
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
体
育
祭
を
盛

り
上
げ
ま
し
た

　
今
年
も
観
覧
者
数
を
制
限
す
る

な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
て
の
開
催
と
な

っ
た
体
育
祭
で
し
た
が
、
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
に
励
ん
で
き
た
生

徒
た
ち
は
、
応
援
、
競
技
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
た
仕
事
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

本
間 
翠
さ
ん
が

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

ほ
ん
　

ま
　
　
み
ど
り

　
本
間
さ
ん
は
﹁
先
生
か
ら
受
賞

の
連
絡
を
も
ら
っ
た
と
き
は
実
感

が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
に

行
っ
て
、
野
村
哲
郎
農
林
水
産
大

臣
か
ら
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
ポ

ス
タ
ー
を
選
ん
だ
と
聞
い
て
、
よ

う
や
く
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。
こ

の
ポ
ス
タ
ー
が
全
国
に
貼
り
出
さ

れ
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
事
故
の

防
止
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
﹂

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

農
作
業
安
全
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

ギ
ャ
ッ
プ

仲
間
と
共
に
支
え
合
い
、
駆
け
抜
け
た
体
育
祭

仲
間
と
共
に
支
え
合
い
、
駆
け
抜
け
た
体
育
祭

※ＧＡＰ（農業生産工程管理）とは…
「良い（Good）農業の（Agricultural） 
実践（Practice）」の略で、「農業生産現場に
おいて、食品の安全確保や保全、労働安全の
確保などへ向けた適切な農業生産を実施す
るための管理のポイントを整理し、それを
実践・記録・点検及び評価を行うことによ
る持続的な改善活動」のこと。

▲本間さんがデザインしたポスターは全国の

自治体や関係機関に配布・掲示されます。
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問い合わせ先 　新潟県 総務部 県民生活課 交通安全対策室　 ☎ 025−280−5136

自転車保険への加入はお済みですか？自転車保険への加入はお済みですか？
10月１日から義務化

　自転車が関係する交通事故の防止及び被害者の保護を図り、県民が安心して暮らすことのできる社会を実現す

るため、令和４年４月１日に条例が施行されました。

　この条例により、10月１日から自転車利用者が自転車損害賠償責任保険等に加入することが義務となりました。

全国的には、自転車利用者が加害者となり１億円近い高額な損害賠償を

求められた事例も発生していますので、万が一の事故に備え、自転車損

害賠償責任保険等に加入しましょう。

　また、定期的に自転車の点検及び整備に努めるほか、利用時には乗車

用ヘルメットを着用し、交通ルールを遵守するなど、自転車を安全で適

正に利用しましょう。

万が一の事故に備え、自転車損害賠償責任保険等に加入しましょう

自転車損害賠償責任保険等加入状況チェックシート

自転車利用中の事故により他人にけがをさせてしまった場合などに備えて、相手の生命または身体の損害を補償でき
る保険等（自転車損害賠償責任保険等）に加入していますか。

※未加入または相当する補償が
ない場合には加入が必要です。

自転車の加害事故による損害賠償を補償する基本補償または特約がついていますか。
※特約の名称は、個人賠償責任補償特約、日常生活賠償特約など、保険会社によって異なります。

自動車保険、火災保険、傷害保険のいずれかに加入していますか。

共済、各種団体保険（職場や学校のＰＴＡ等で加入する保険）のいずれかに加入していますか。

利用する自転車には「ＴＳマーク付帯保険」がついていますか。　　　　　　※有効期間に注意

クレジットカードはお持ちですか。
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えぶり号からのお願い
迂回運行による遅れが発生します

　えぶり号は、８月豪雨の
影響で通行止めとなってい
る区間を迂回しています。
また、通行規制箇所では速
度を落として運行していま
す。そのため、到着時間が
遅れることがありますので、
ご理解をお願いします。

【片道料金】 村内便：回数券１枚（300円相当）、坂町便：回数券２枚（600円相当）
※現金でお支払いされる場合は、村内便500円、坂町便1,000円となります。

【予約先】　荒川タクシー　☎６４－１０４２（前日までに電話予約が必要です）
【問い合わせ先】　役場 地域政策課 地域振興班　☎６４－１４７８

小見 片側交互通行箇所（橋崩落）上野原 通行止め箇所（橋崩落）

運動の重点

10月1日～31日

高齢者交通事故防止運動高齢者交通事故防止運動高齢者交通事故防止運動高齢者交通事故防止運動
〜ひろげよう 長寿社会へ 無事故の輪〜

①高齢運転者の交通事故防止
　県内の高齢者の交通事故死者数は、18年連続で全交通事故死者数の半数を超えています。
　令和４年８月末の時点で、高齢者の自損事故による死者は10人（前年同期比＋７人）で、大幅に増加しています。
　高齢ドライバーは、補償運転「天」・「地」・「人」※ を実践しましょう。
※ 補償運転「天」・「地」・「人」とは… 加齢に伴う衰えによって生じる危険を避けるための安全運転のことです。
　具体的には、天…天気の良いときに運転すること

地…土地勘のある場所を運転すること
人…人に運転を見てもらうこと

　交通事故を起こさないよう、周囲の環境を整えるとともに、家族等に運転を
見てもらい、アドバイスに耳を傾けましょう。

②道路横断時の安全確認と夜光反射材の積極的な活用

③早めのライト点灯とこまめな切り替え

運行曜日
 月・木 下関・四ケ字・霧出

 火・金 上関・七ケ谷・九ケ谷

 水・木 川北・女川・湯沢

下関の

停車場所

関川診療所、佐藤内科小児科医院、せきかわ調剤薬局、

関川歯科診療所、松村歯科

坂町の

停車場所

原信、アコス、荒川中央クリニック、あらかわ歯科ク

リニック、佐野医院、上田眼科、県立坂町病院

（祝日と年末　

　年始を除く）
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使用されていない戸別受信機はありませんか？使用されていない戸別受信機はありませんか？

放送が聞こえないな？と思ったときは
　まずは、下記事項を確認してください。

①電源スイッチが「入」になっているか　　②アンテナケーブルが外れていないか
③音量調節ボリュームが「小」になっていないか
④屋外アンテナが設置されていない場合、本体のロッドアンテナを伸ばしてみる

これら全てに問題が無ければ、本体の電源を１度落として、数分後に電源を再投入（再起動）してみてください。

その後何日か様子をみて、症状が改善されるかご確認ください。

　それでも症状が改善されない場合は、下記事項をご確認ください。

・ご自身で設置場所を変更されていた場合は、１番初めに設置した場所へ戻す。
・近くに大型テレビ、冷蔵庫、電子レンジ等がある場合は、家電と受信機本体を離してみる。

　戸別受信機は、電波の状態を測定し「最も良好な場所」に設置しています。しかし、季節的な要因や周囲の環

境の変化等で電波状態が変動し、放送がうまく受信できなくなることもあります。

　「一時的に放送が受信できていないだけ」という場合もありますので、上記事項を確認し、しばらく様子をみ

てください。それでも症状が改善されない場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

取扱説明書はこちらから！
　取扱説明書を無くされた方は、村ホームページからダウンロードできます。

　取扱説明書以外にも、戸別受信機に関する情報を掲載していますので、ご確認ください。

戸別受信機　取扱説明書のダウンロード先　ＵＲＬ：http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/life/8/3907/3904/index.html

緊急時の使用のために 乾電池の定期的な交換をお願いします！

　戸別受信機は「停電時に使用する」、「緊急時に持ち出して使用する」といった場合を想定し、乾電池でも使用す

ることができます。

　緊急放送を聞き逃さないように、年に1回程度必ず乾電池の交換を行ってください。

　※乾電池の交換方法は、お手元の取扱説明書をご確認ください。

・RV8602型：５ページ目　　・RV2000型：６〜７ページ目

問い合わせ先 　役場 総務課　総務班　 ☎６４－１４７６

　広報無線の戸別受信機は、平成23年（2011年）の入れ替えからすでに10年が経過し、「音が聞こえない」等の
修理依頼やお問い合わせが増えています。また、８月豪雨の影響で故障した戸別受信機が多数確認されています。
　村では、修理業者に依頼し修理・交換を順次進めていますので、ご理解をお願いします。

限られた財源を有効に活用できるよう、戸別受信機の返却をお願いします
戸別受信機は、村が皆さんへ「貸与」している機器です。
引っ越しや村外への転出等によって不要となった戸別受信機は、必ず
役場へ返却してください。

電源
スイッチ

画像はＲＶ8602型
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問い合わせ先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　☎６４−１４７２

交通事故などによるケガの治療で保険証を使ったらすぐに届け出を！

○交通事故にあったとき

　交通事故など第三者の行為によって負傷し、国民健康保険・後期高齢者医療保険で治療を

受けた時は、役場窓口へ届け出をお願いします。

　この場合、国保・後期医療保険が一時的に医療費を立て替え、あとで相手方（加害者、保

険会社等）に請求します。

○届出に必要なもの

　①第三者行為による傷病届

　②事故発生状況報告書

　③同意書

　④交通事故証明書（警察で交付）

★相手方（加害者、保険会社等）から治療費を受け取るなど、示談を済ませてしまうと、保

険証が使えなくなる場合があります。

★ケガの程度が軽くても、安易な判断をせず、必ず相手の氏名・住所・連絡先・保険会社な

どを確認し、すみやかに警察に連絡しましょう。

Q＆A　交通事故等で保険証を使うとき

１．保険証を使った場合、どのようなメリットがありますか？

　　　第三者の行為による傷病の治療に保険証を使用すると、保険診療となり、保険証

を使わない場合（自由診療）と比べて医療費の自己負担額が低くなります。

２．自損事故の場合も届け出が必要なの？

　　　自損事故の場合でも、保険証を使用するためには届け出が必要です。なお、自損

事故の車等に同乗していた方が保険証を使用して治療を受ける場合にも、同様に届

け出が必要です。

３．自転車同士、自転車と歩行者のケガでも届け出が必要なの？

　　　自転車同士や自転車と歩行者によるケガでも、相手がある事故の場合には届け出

が必要です。

⑤保険証

⑥はんこ

⑦人身事故証明書入手不能理由書（④が物件事故の場合）
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昔
、
輸
血
と
い
え
ば
血
液
の
全

て
の
成
分
を
そ
の
ま
ま
輸
血
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
献

血
で
得
ら
れ
た
血
液
を
、
赤
血
球
、

血
小
板
、
血
し
ょ
う
な
ど
に
分
け
、

患
者
さ
ん
に
必
要
な
成
分
だ
け
を

輸
血
し
ま
す
。
赤
血
球
は
肺
か
ら

酸
素
を
取
り
入
れ
、
体
の
隅
々
ま

で
運
ぶ
役
割
が
あ
り
ま
す
。
貧
血

や
手
術
で
出
血
し
た
時
に
使
用
し

ま
す
。
血
小
板
は
出
血
し
た
時
に

傷
口
を
ふ
さ
ぎ
ま
す
の
で
、
少
な

く
な
る
と
血
が
止
ま
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
手
術
に
よ
る
出
血
、
病

気
や
化
学
療
法
で
血
小
板
が
少
な

く
な
っ
た
時
に
使
用
し
ま
す
。

　
輸
血
す
る
成
分
は
自
分
以
外
の

他
人
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
す
の

で
、
輸
血
に
伴
う
危
険
性
︵
副
作

用
︶
が
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
性
を
上
回
る
、
輸
血
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
医
師
が
判
断
し

た
場
合
の
み
輸
血
は
行
わ
れ
ま
す
。

　
輸
血
の
際
に
考
慮
す
る
の
は
、

患
者
さ
ん
の
血
液
型
は
何
型
か
？

と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
約
３
０

０
種
類
の
血
液
型
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要

な
の
は
Ａ
Ｂ
Ｏ
血
液
型
で
す
。
Ａ

Ｂ
Ｏ
血
液
型
は
、
赤
血
球
の
表
面

に
Ａ
や
Ｂ
の
物
質
が
つ
い
て
い
る

か
ど
う
か
で
４
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
Ａ
だ
け
つ
い
て
い
れ
ば
Ａ
型
、

Ｂ
だ
け
つ
い
て
い
れ
ば
Ｂ
型
、
Ａ

も
Ｂ
も
両
方
つ
い
て
い
れ
ば
AB
型
、

ど
ち
ら
も
な
け
れ
ば
Ｏ
型
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
血
液
型
の
存
在
比
率

は
お
よ
そ
Ａ
型
40
％
、
Ｂ
型
20
％
、

AB
型
10
％
、
Ｏ
型
30
％
で
す
。
ま

た
、
血
液
中
に
は
自
分
が
持
っ
て

い
な
い
Ａ
や
Ｂ
と
反
応
す
る
物
質

︵
抗
Ａ
、
抗
Ｂ
︶
が
存
在
し
ま
す
。

赤
血
球
上
の
Ａ
、
Ｂ
と
い
う
物
質

と
抗
Ａ
、
抗
Ｂ
が
反
応
す
る
と
、

赤
血
球
が
壊
さ
れ
、
体
に
悪
影
響

が
及
び
ま
す
。
最
悪
な
場
合
は
死

に
至
り
ま
す
。

　
原
則
、
患
者
さ
ん
と
同
じ
血
液

型
の
赤
血
球
を
輸
血
し
ま
す
が
、

病
院
に
在
庫
し
て
あ
る
患
者
さ
ん

と
同
じ
血
液
型
の
赤
血
球
が
足
り

な
く
な
っ
た
ら
、
患
者
さ
ん
と
は

異
な
る
血
液
型
の
赤
血
球
を
輸
血

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
活
躍
す
る
の
は

Ｏ
型
の
赤
血
球
で
す
。
Ｏ
型
は
Ａ

や
Ｂ
の
物
質
が
両
方
つ
い
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
Ｏ
型
以
外
の
患
者
さ

ん
に
輸
血
し
て
も
体
の
中
で
悪
影

響
が
及
ぶ
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
赤
血
球
の
寿
命
は
約
１
２

０
日
で
す
の
で
、
時
間
の
経
過
と

共
に
血
液
中
か
ら
消
失
し
ま
す
。

　
で
は
、
万
が
一
輸
血
を
す
る
よ

う
な
場
合
に
備
え
て
血
液
型
を
知

っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
言

い
ま
す
と
、
そ
の
必
要
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
病
院

は
患
者
さ
ん
の
自
己
申
告
の
血
液

型
や
、
他
の
病
院
で
の
結
果
を
信

用
し
て
は
い
け
な
い
と
決
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
患
者
さ
ん
が

通
院
し
て
い
る
病
院
で
、
輸
血
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
初

回
時
に
必
ず
血
液
型
の
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

災
害
を
皆
で
乗
り
越
え
る

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
︵
６
４
︶
１
４
７
３

　
一
方
で
被
害
に
遭
わ
な
か
っ

た
高
齢
者
も
55
年
前
の
羽
越
水

害
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
て
、

雨
が
怖
い
、
眠
れ
な
い
等
の
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
た
方
も
い
ま
し

た
。

　
災
害
は
、
起
こ
っ
て
ほ
し
く

な
い
事
象
で
す
が
、
人
的
被
害

が
な
か
っ
た
の
は
、
羽
越
水
害

の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
災

害
で
は
、
家
族
だ
け
で
な
く
近

隣
で
の
助
け
合
い
事
例
が
多
く

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
羽

越
水
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
村

の
誇
り
を
胸
に
、
一
人
ひ
と
り

の
力
は
小
さ
く
と
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
者
の
協
力
も
力
に
し

て
復
興
に
向
け
て
前
に
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
ま
だ
落
ち
着
か
な
い

日
々
で
す
が
、
お
困
り
事
だ
け

で
な
く
、
話
を
聴
い
て
ほ
し
い

等
ど
ん
な
小
さ
な
相
談
で
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
８
月
豪
雨
で
は
、
夜

間
に
降
り
続
い
た
大
雨
で
、
想
定

を
超
え
た
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

豪
雨
の
中
、
緊
張
の
数
時
間
を
過

ご
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
当

然
で
す
が
、
被
害
に
遭
わ
な
か
っ

た
方
も
こ
こ
ろ
に
大
き
な
負
担
を

負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

高
齢
者
は
、
災
害
弱
者
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
被
害
の
あ
っ
た
地
域
で

は
、
要
介
護
状
態
の
方
も
要
介
護

で
な
い
方
も
不
自
由
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
は
１
階
を
居
室
と
し
て

い
る
方
が
多
く
、
大
切
な
思
い
出

の
品
々
や
衣
類
等
を
失
う
ば
か
り

で
な
く
、
要
介
護
状
態
の
方
は
、

食
事
や
排
せ
つ
と
い
っ
た
日
常
生

活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
村
外
の
短
期
入
所
を
長
期

で
利
用
し
て
い
る
方
も
多
く
い
ま

す
。
要
介
護
状
態
で
な
く
Ａ
Ｄ
Ｌ

︵
日
常
生
活
動
作
︶
が
自
立
し
て
い

る
高
齢
者
も
、
自
宅
の
再
建
の
た

め
に
自
宅
以
外
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
。

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

209

自
分
の
血
液
型
は
知
っ
て
い
た
方
が
良
い
？

　
　
　
　
〜
血
液
型
と
輸
血
に
つ
い
て
〜

坂
町
病
院

検
査
科
　

菅

原

陽

子
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<

九
月
号
か
ら
の
続
き
で
す>

　
文
化
三
︵
一
八
〇
六
︶
年
七
月
、

平
太
郎
は
、
ま
ず
、
村
上
藩
へ
訴

え
出
ま
し
た
︵
写
真
︶
。

﹁
大
栗
田
村
が
、
私
た
ち
の
用
水

林
で
あ
る
藤
沢
に
、
幅
二
、
三
間
の

水
路
を
新
規
に
掘
り
割
り
、
水
を

門
前
川
に
流
し
て
い
る
。
蛇
喰
・

中
束
・
宮
ノ
前
・︵
南
︶中
の
四
村
は
、

大
栗
田
と
共
謀
し
て
い
た
。
こ
れ

で
は
、
川
下
は
水
不
足
に
な
っ
て

し
ま
う
。
埋
め
戻
さ
せ
て
下
さ
い
。﹂

　
幕
府
領
支
配
の
水
原
代
官
所
と

も
打
ち
合
わ
せ
た

上
の
訴
え
で
す
。

堀
割
の
拡
張
を
大

栗
田
村
の
仕
業
に

し
て
、
村
上
藩
の

出
方
を
う
か
が
っ

た
の
で
す
。

　
被
告
に
さ
れ
た

大
栗
田
以
下
五
ヶ

村
の
反
論
が
、﹁
神

林
村
誌
資
料
編
﹂

に
載
っ
て
い
ま
す
。

﹁
原
告
の
村
々
は
、

藤
沢
川
の
水
に
関
係
な
い
村
ば
か

り
だ
。
そ
れ
に
、
女
川
の
水
は
藤

沢
川
の
十
倍
も
あ
っ
て
、
そ
の
流

域
が
水
に
困
る
こ
と
は
な
い
。
平

太
郎
の
言
い
が
か
り
だ
。﹂

　
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
村
上
藩
の

指
示
で
す
。
新
規
堀
割
の
有
無
に

つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

無
法
工
事
の
た
め
、
触
れ
ら
れ
た

く
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、

﹁
藤
沢
川
の
水
に
関
係
な
い
村
は

黙
っ
て
ろ
﹂
と
、
突
き
返
し
た
の
で

す
。

　
平
太
郎
は
、
村
上

藩
が
﹁
分
か
っ
た
、

新
規
堀
割
は
埋
め
戻

さ
せ
る
﹂
と
言
え
ば
、

そ
れ
で
収
め
る
つ
も

り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

村
上
藩
は
逆
に
、
こ

こ
で
は
ね
つ
け
れ
ば

平
太
郎
は
引
っ
込
む

と
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
両
者
の
思
惑
の

違
い
が
、
こ
の
後
、

大
訴
訟
事
件
に
発
展

し
ま
す
。

　
不
思
議
な
の
は
、
蛇
喰
以
下
の

四
ヶ
村
で
す
。
九
月
号
の
文
書
で

は
平
太
郎
の
仲
間
で
し
た
。
そ
れ

が
一
転
し
て
、
被
告
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
四
ヶ
村
は
村
上
藩
領

で
す
。
大
栗
田
の
無
断
伐
採
を
咎

め
る
は
ず
が
、
藩
の
無
法
工
事
を

暴
く
こ
と
に
な
っ
て
、
離
反
し
た

の
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
と
、
光
兎
山
麓
が
十
五
ヶ

村
の
用
水
林
だ
と
い
う
の
も
、
実

は
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

中
束
村
は
、
そ
の
こ
と
を
最
後
の

最
後
ま
で
主
張
し
ま
す
。
続
き
は

次
回

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史
館
に
展
示
﹀

で

田
麦
堀
割
訴
訟
②
村
上
藩
へ
の
訴
状

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


し
わ
ざ

あ
ば

と
が

文
化
３（
１
８
０
６
）
年

田
麦
堀
割
訴
訟
大
騒
動
の
真
相

〜 

黒
幕
村
上
藩
に
大
泡
を
吹
か
せ
た
平
田
平
太
郎
の
大
願 

〜

文
化
３（
１
８
０
６
）
年

田
麦
堀
割
訴
訟
大
騒
動
の
真
相

〜 

黒
幕
村
上
藩
に
大
泡
を
吹
か
せ
た
平
田
平
太
郎
の
大
願 

〜

歴史講演会　
毎
月
掲
載
し
て
い
る
「
古
文
書
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
。

　
そ
の
著
者
で
あ
る
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
の
渡
辺
伸
栄
さ
ん
（
上

関
）
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
講
演
の
内
容
は
、
先
月
か
ら
連

載
を
ス
タ
ー
ト
し
た
﹁
田
麦
堀
割

訴
訟
﹂
に
つ
い
て
で
す
。

　
﹁
田
麦
堀
割
訴
訟
﹂
は
、
女
川

支
流
の
藤
沢
川
の
水
争
い
に
端
を

発
し
て
起
き
た
一
連
の
訴
訟
事
件

の
こ
と
で
す
。
そ
の
争
い
は
、
近

隣
の
30
を
超
え
る
村
々
、
水
原
代

官
所
、
村
上
藩
を
巻
き
込
み
、
幕

府
勘
定
奉
行
所
に
持
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。

　
訴
訟
の
結
果
や
小
見
村
の
庄
屋

平
田
平
太
郎
氏
が
何
を
求
め
、
ど

う
動
い
た
の
か
事
件
の
真
相
に
迫

り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
10
月
20
日
︵
木
︶
19
時
〜

●
と
こ
ろ
　
村
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

●
定
員
　
40
名

●
申
込
期
限
　
10
月
16
日
︵
日
︶

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち
の
館

　
☎
６
４

−

１
２
８
８
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８日（土）、 23日（日）
虹色と汽車のメロディーが目印です♪

村民会館図書室

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

　読書の秋ですね。秋の夜長のおともにぴったりな、お気に入りの一冊を見つけにぜひ図書室へおい
でください。

『飯は食えるときに食っておく寝れるときは寝る
　自衛隊が教えてくれた人生を明るく生きぬくコツ』　

ぱやぱやくん　著　　

話題の元自衛官・ぱやぱやくんによる待望のライフハ

ック本。くすっと笑えてタメになる情報や心にしみる

エピソード・人生訓が満載！

NEW！！

『海をわたる動物園』
いちかわけいこ　作　 村田夏佳　絵

戦争で空っぽになった動物園に、動物たちを！さまざ

まな苦難をこえながら62頭の動物たちと約２か月かけ

て、アフリカから日本までを旅した、実話を基にした

お話。

これ、よんで！

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いします。
また、体調の悪い方は参加をお控えください。

村民会館の図書室で開催！無料です！
時間は10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈る、

ステキなおはなしの世界。

ご家族みんなでおいでください。

おはなしの会15日は15日は 絵本の読み聞かせ

●
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
が
関
川
へ
！

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
、
８
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
６
回
、
災
害
救
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
︵
あ
と
２
回

実
施
予
定
︶
。

　
災
害
現
場
を
目
の
前
に
し
た
と

き
や
関
川
村
の
方
と
お
話
を
し
た

と
き
、
学
生
た
ち
は
﹁
自
分
に
何

が
で
き
る
の
か
﹂
、﹁
も
っ
と
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
﹂

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
関
川
村
は
温
か
く
て
、
何
度
も

訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
で
す
。

こ
の
記
事
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
あ
り
、
非
常
に
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
！

ま
た
交
流
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
！

●
夏
休
み
の
活
動
が
無
事
終
了
！

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
醍
醐
味
で
も
あ

る
﹁
夏
プ
ロ
﹂
。
夏
休
み
に
行
わ

れ
る
大
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
！

　
学
生
が
計
画
を
練
っ
て
、
０
か

ら
つ
く
っ
て
い
く
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、ま
さ
に
﹁
熱

意
が
人
を
動
か
し
、
社
会
を
動
か

し
て
い
く
﹂
も
の
で
し
た
。

　
海
洋
ご
み
問
題
解
決
へ
向
け
た

清
掃
活
動
、
地
域
と
の
交
流
か
ら

活
性
化
を
目
指
す
活
動
な
ど
、
北

は
山
形
、
南
は
沖
縄
ま
で
学
生
が

心
を
一
つ
に
し
て
地
域
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
現
地
の
方
々
に
は
多

く
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
今
回
も
、
関
川
村
に
訪
れ
た

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
ま
し
た
！

●
大
学
・
名
前
・
出
身

　
東
洋
大
学
２
年

　
芳
村
　
智
子

　
東
京
都
出
身

●
趣
味

　
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
る
こ

と
と
、
散
歩
し
な
が
ら
穴
場

を
探
す
こ
と
！

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

●
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
？

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
！
デ
ザ
イ
ン
を
学

ん
で
い
る
の
で
ア
イ
デ
ア
を

広
げ
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の

建
物
や
場
所
を
見
に
行
っ
て

ま
す
！

●
災
害
救
援
に
参
加
し
て
感
じ

た
こ
と
は
？

　
﹁
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
ん
だ
﹂
と
い
う
の
を
一
番
感
じ

ま
し
た
。
特
別
な
技
術
は
な
い
け

れ
ど
災
害
現
場
に
行
く
こ
と
に
意

味
が
あ
っ
て
、
災
害
を
自
分
ご
と

と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
﹁
少
し
で
も
力
に
な
れ
た

ら…

﹂
の
少
し
を
積
み
重
ね
て
復

興
へ
の
道
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
関
川
村
と
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
と

の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
現
場

で
人
が
人
を
思
っ
て
動
く
姿
を
間

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

よ
し
む
ら
　

と
も

こ
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涼しい秋風に、高く澄んだ空。大きく

深呼吸したくなるような、気持ちの良い

季節となってきました。10月は食欲の秋、

読書の秋、スポーツの秋、実りの秋…楽

しみの多い時期です。今年こそは読書の

秋を満喫するために、村の図書室に足を

運ぼうと思っています。

昼夜の気温差が大きかったり、急に冷

え込んだりする時期でもあります。皆さ

んも健康面には十分に気をつけて、秋を

楽しんでください。（み）

編集室から

第
11
回
し
ば
た

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上

第
12
回
新
潟
県
小
学
生

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

■
期
日
　
８
月
６
日

■
会
場
　
新
発
田
市
五
十
公
野
公

園
陸
上
競
技
場

■
成
績

︱
小
学
４
〜
６
年

　
　
　
　
　
　
女
子 

８
０
０
ｍ
︱

▽
第
３
位
　
岡
田
　
可
憐

︵
４
年
・
下
関
︶

記
録
　
２
分
45
秒
38

■
期
日
　
９
月
４
日

■
会
場
　
新
潟
市
陸
上
競
技
場

■
成
績

︱
小
３
・
４
年
共
通

　
　
　
　
　
　
女
子 

８
０
０
ｍ
︱

▽
第
２
位
　
岡
田
　
可
憐

︵
４
年
・
下
関
︶

記
録
　
２
分
45
秒
95

●８月16日〜９月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

横山　酉作　さん　　77歳　　安　角

須貝　テイ　さん　　89歳　　高　田

近　　キク　さん　100歳　　上土沢

橋　セツ　さん　　92歳　　上土沢

橋　　雅　さん　　96歳　　下　関

新野ミユキ　さん　　95歳　　金　丸

山口　クラ　さん　100歳　　蛇　喰

津野　良明　さん　　80歳　　下　関

伊藤　ソノ　さん　　97歳　　小和田

鈴木　ミツ　さん　102歳　　蛇　喰

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に

お申し出ください。

（　　　　　　　　）

令和４年８月末現在　（　）は前月対比

転入　５人　　転出　４人

出生　０人　　死亡　15人

人 の 動 き

世 帯 数　　1,860世帯（−２）

総 人 口　　5,056 人（−14）

　 男 　　　2,444 人（−４）

　 女 　　　2,612 人（−10）

お詫びと訂正

　広報せきかわ９月号・３ページに掲載した「災害の経過」〈８月４

日〉、の部分に誤りがありましたので、下記のとおり訂正します。

災 害 の 経 過

〈８月３日〉
— 省 略 —

〈８月４日〉

　1：00頃  湯蔵川土石流による氾濫始まる

　1：56 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）【発表】

　2：02 「緊急安全確保」発令　災害対策本部設置

 松岳寺付近一帯に急傾斜地崩壊のため土砂流入

　2：30 内須川の一部の住家周辺に土砂崩れ

　2：48 R113通行止め（坂町十文字〜山形県との県境）

　2：50 下土沢　村道法面崩壊

　2：54 土沢ふれあい自然の家（旧土沢小学校）を自主避

難所として開設（上土沢区長）

　3：06 大石川右岸　上川口地内県道通行止め

　4：25 R290（桃川峠）道路冠水

　7：06 吹ノ沢橋通行止め

　7：10 上野原（大田沢川）橋崩落

12：00 「緊急安全確保」解除（大雨特別警報解除）

17：00 村民会館に自主避難所を開設

関川中学校・女川地区ふるさと会館・川北ふれあ
い自然の家（旧川北小学校）は閉鎖

※太字が訂正箇所です。
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　令和４年８月豪雨後、ボランティアと

して活動した、越中太郎さんに話を聞き

ました。

①今回ボランティアとして活動した経緯を

教えてください。

　東日本大震災で己の無力さを痛感した

事に端を発しますが、災害で一瞬にして

日常を奪われた方々に、ボランティアと

いう概念でなく、ただ自分のできる事を

全うさせていただいたしだいです。

②ボランティアとして活動した内容とその

感想を教えてください。

　災害発生後、直ちに村内各施設と高田

集落に水と食料を配布し、道の駅関川の

スタッフと高田集落で炊き出しを行いま

した。８月６日からは関川村消防団第４

分団の炊き出しに参加しました。

　被災地でお世話になった方の「いざと

いう時、人は心だ」という言葉を生涯忘

れません。

③現在のお仕事について教えてください。

　道の駅関川の物産館で店長をしていま

す。まだまだ発展途上ですが、全国から

いらっしゃるお客様を関川村のモノとコ

トでお迎えすべく、スタッフ一同、サー

ビスの充実に勤しんでいます。

④最近、夢中になっていることは何です

か。

　人の心を動かす商品開発・イベントの

企画です。昨年は冬の花火を企画しまし

たが、地元の皆様と全国のお客様の心が

躍るサービスを提供していく事に全力で

取り組んでいます。

　
ド
ラ
ム
と
ギ
タ
ー
が
大
好
き
で
、
好
き
な
バ
ン
ド
は
ボ
ン
・
ジ
ョ

ヴ
ィ
、
ガ
ン
ズ
ア
ン
ド
ロ
ー
ゼ
ス
。
音
楽
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の

事
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
が
思
う
気
持
ち
の
良

い
音
楽
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

こころく　ん（６歳）
伊藤　山人 さん（田麦千刈）

越

中

太

郎
さ
ん

︵
道
の
駅
関
川
ち
ぐ
ら
館

＆
あ
い
さ
い
市
︶

関川中学校体育祭（９月10日）
　体育祭で披露されたモザイク画と赤軍・青軍のパネルの

前で記念撮影をする３年生。


